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World Hepatitis Alliance
「Hep Can’t Wait Asia workshop」
～肝炎は待ったなし　アジアワークショップ～

7月11日、12日に香港で開催された、World Hepatitis Alliance(世界肝炎同盟、以下WHA)主催の「肝
炎は待ったなし　アジアワークショップ」に参加しました。WHAは世界の肝炎の患者団体で、日肝協（東
京肝臓友の会の上部団体）も加盟しています。2007年にチャールズ・ゴア氏によってロンドンで設立され、
2010年に7月28日「世界肝炎デー」の制定をWHOに提唱、日本でも肝炎デーが制定されました。現在、
全世界の患者団体を中心に324の団体が加盟しており、「2030年までに肝炎ウイルスを排除する」という大
きな目標に向かって活動を続けています。

今回のアジアワークショップには、アジア各国から15団体が参加しHBVワクチン接種、検査、治療への
アクセスの改善、B型肝炎と肝臓がんについて、偏見や差別などのスティグマ、HIV関連サービスとの統合
などについて話し合われました。

私は、現在２つの研究班で取り組んでいる「ピアサポート外来」と「肝炎患者に対する偏見差別の解消」
について「About Peer Support for Hepatitis Outpatient（ピアサポート外来について）」、「Pain of HBV 
Patients In Japan（B型肝炎患者の苦悩）」という演題で発表しました。ピアサポート外来については、日本
の肝炎対策の一つである「肝炎医療コーディネーター制度」についても紹介し、素晴らしい試みで自国にお
いても参考にしたいとの意見が上がりました。また、偏見差別については、どの国でもいまだに苦しむ患者
が多く、患者に対するケアを支援していくとのWHA見解がまとめられました。肝炎デーイベント前の多忙
な時期ではありましたが、久々の国際会議に参加し、アジア、日本の状況や今後やるべきことを確認できて
ほんとうに実のある2日間でした。

米澤 敦子　

に参加
！
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司
会
（
米
澤
敦
子
）　

今
回
は
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
の
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
の
模
様
を
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。
講
師
の
先
生
は
、
こ
の
番
組
で
も

お
な
じ
み
の
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
病

院
長
の
八
橋
弘
先
生
で
す
。

八
橋
弘
先
生　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
今
日
は
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
と
い
う

初
め
て
の
試
み
で
す
。
主
に
Ｂ
型
肝
炎
の

治
療
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
も
含
め
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
Ｂ
型
肝
炎
の

診
断
と
い
う
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
お
話
し

い
た
し
ま
す
（
図
１
）。

◆
Ｂ
型
肝
炎
の
診
断
と
疫
学

Ｂ
型
肝
炎
の
診
断
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｂ

ｓ
抗
原
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
つ
く
る

表
面
た
ん
ぱ
く
が
血
液
中
に
６
ヶ
月
以

上
検
出
さ
れ
る
人
を
「
Ｈ
Ｂ
ｓ
キ
ャ
リ
ア

ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
Ｂ
型
慢
性
肝

炎
と
い
う
病
名
も
、
こ
れ
も
広
い
意
味

もくじ ｜ Index｜ 東京肝臓のひろば 255
2 	 World	Hepatitis	Alliance	
「Hep	Can’t	Wait	Asia	workshop」に参加！

3 	 「大人のラヂオ」ラジオセミナー　（2023年 6月放送）	 	

「Ｂ型肝炎の最新治療情報となんでも相談会」
講師　長崎医療センター院長 八橋弘先生

20	 （2022年 2月放送「大人のラヂオ」から）	 	
「患者会の声その２	〜全国心臓病の子ども
を守る会〜」

32	「ジコメン・メディカル」	
帝京大学医学部附属病院　田中篤先生

33	 東京肝臓友の会　活動日誌（6月、7月）

34	 情報BOX　同病者による面談相談ごあんない

36	 B肝部会交流会のお知らせ	 	
相談会のご案内

Ｂ型肝炎の最新治療情報となんでも相談会
八橋 弘先生（国立長崎医療センター病院長）

ラジオセミナー 収録：2023年6月2日（金）
放送：2023年6月9日（金）

ポッドキャストでいつでも
聴くことができます！
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で
は
キ
ャ
リ
ア
ー
の
範
疇
に
属
し
ま
す
。

使
い
分
け
と
し
て
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
持
続

陽
性
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
異
常
が
あ
る
人
を
Ｂ

型
慢
性
肝
炎
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
血
液
中

に
持
続
陽
性
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
が
持
続
正
常

の
人
を
Ｈ
Ｂ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
ー
、
と
し
て
い

ま
す
。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
ー
の
方
は
日
本
に
ど

の
く
ら
い
い
る
か
と
い
う
と
、
40
年
ほ
ど

前
に
は
300
万
人
、
400
万
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
100
万
人

に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
多
く
は
40
歳

以
上
の
方
で
す
。
40
歳
以
下
の
方
で
は
、

Ｂ
型
肝
炎
の
母
子
感
染
予
防
法
の
普
及

で
劇
的
に
減
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
慢
性
肝

炎
の
診
断
の
方
法
は
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
血

液
中
に
持
続
的
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

基
本
で
す
か
ら
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
消
え
て

し
ま
え
ば
Ｂ
型
肝
炎
は
治
っ
た
と
い
う
判

断
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
Ｂ
型
肝
炎

の
治
療
の
最
終
目
標
は
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
の

消
失
に
な
り
ま
す
。

◆
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
の
消
失

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
の
消
失
は
自
然
経
過
で

も
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡

単
に
起
こ
る
現
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
私
が
診
て
い
る
患
者
さ
ん
で
、
30

歳
の
と
き
に
初
め
て
受
診
さ
れ
た
の
で

す
が
、
激
し
い
肝
炎
を
示
し
て
い
ま
し
た

（
図
２
）。

そ
の
当
時
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

で
２
ヶ
月
間
の
治

療
し
た
あ
と
、
肝

炎
は
落
ち
着
き

ま
し
た
。
た
だ
Ｈ

Ｂ
ｓ
抗
原
が
ず
っ

と
陽
性
で
、
30
歳

か
ら
治
療
を
始

め
て
34
歳
く
ら

い
で
肝
炎
は
落
ち

着
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
半
年
ご
と

に
経
過
を
診
て
、

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
消
え
た
の
は
47
歳
の
と
き

で
し
た
。
初
め
て
病
院
に
来
た
の
が
30

歳
、
肝
炎
は
数
年
続
い
て
落
ち
着
き
、

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
消
え
た
の
が
47
歳
な
の

で
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

の
消
失
ま
で
18

年
間
か
か
り
ま

し
た
。
外
来
で

診
て
い
る
と
、
Ｈ

Ｂ
ｓ
抗
原
の
量

は
半
年
ご
と
に

少
し
ず
つ
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

Ｂ
型
肝
炎
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
は
、
自
然

経
過
で
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
、
ど
の
程
度
消
え

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
長
崎
県

図
1 

図
2 
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の
五
島
列
島
の
住
民
の
方
を
調
べ
た
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
ー
の
な
か
で
、
Ｈ
Ｂ

ｅ
抗
原
陽
性
の
方
、
要
す
る
に
ウ
イ
ル
ス

量
の
多
い
方
は
、
30
年
間
で
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

は
30
％
消
え
て
い
ま
し
た
。
年
間
で
計

算
す
る
と
１
％
の
消
失
の
頻
度
で
す
。
一

方
Ｈ
Ｂ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
ー
の
な
か
で
、
Ｈ
Ｂ

ｅ
抗
原
が
陰
性
の
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
下
し

て
い
る
人
は
、
30
年
間
で
60
％
消
え
た

の
で
、
年
率
２
％
の
消
失
の
頻
度
に
な
り

ま
す
。
Ｈ
Ｂ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
ー
の
方
は
年
率

１
〜
２
％
、
100
人
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、

１
年
ご
と
に
１
人
か
２
人
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

が
消
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
自
然
経
過
の
頻
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
が
、
何
年
後

に
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
消
え
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
計
算
し
て
み
ま
し
た（
図
４
）。

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
の
消
失
を
確
認
で
き
た

50
人
の
方
の
５
年
前
、
10
年
前
、
20
年

前
の
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
量
の
中
央
値
を
調
べ

ま
し
た
。
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
消
失
し
た
50

人
の
20
年
前
の
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
量
は
１
万

（
IU
／
ｍｌ
）、
10
年
前
は
１
０
０
０
（
IU
／

ｍｌ
）、
５
年
前
は
100
（
IU
／
ｍｌ
）
と
い
う

値
で
す
。
ご
自
身
の
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
量
が

１
万
（
IU
／
ｍｌ
）
だ
と
20
年
、
１
０
０
０

（
IU
／
ｍｌ
）
だ
と
10
年
、
100
（
IU
／
ｍｌ
）

だ
と
５
年
で
消
え
る
の
か
な
、
と
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

図
3 

図
4 

東京肝臓のひろば	 1977年12月３日　第３種郵便物認可（毎月18回１、２、３、５、６、７の日発行）
第 255 号	 2023年8月20日発行　　SSKP　増刊通巻第8207号



（36）

（公財）宮川庚子記念研究財団 主催

肝疾患患者さんとご家族のための
小規模な相談会を含めた講演会

「ウイルス制御下の肝臓がんについて」

参加無料 定員15名（要予約）

2023年 10月 14日 （土） 14時00分～16時

①お名前　②電話番号　③10/14 オンライン交流会参加希望
①②③を明記の上、seikyu@tokankai.com までご連絡ください。
折り返し、ご案内のメールをお送りします。

メールにてお申し込みください。

東京都健康プラザハイジア４F　会議室
東京都新宿区歌舞伎町2-44-1

B型肝炎の患者・ご家族の方ぜひご参加ください。

2023年10月7日（土）

久々の対面での交流会に
なります

気軽にお話ししましょう♪

東

会
の
友
臓
肝
京

　

〇
五
一
二
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二
八
九
五
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三
〇
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障

会
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定
体
団
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人
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人
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東
京
都
新
宿
区
下
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合
四
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二
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五

─

二
〇
一

頒
布
価
格
500
円（
会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
） 本会報掲載の記事を転載する場合はご連絡ください。
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